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〃
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
、
こ
の
上
な
く
彊
度
の
魔
神
性
を
も
っ
た
人
で
あ
る
。
魔
神
的
な
も
の
の
主
要
特
徴
は
、
そ
れ
が
突
然
で
あ
る
こ
と
、

計
算
不
可
能
で
あ
る
こ
と
、
悟
性
に
よ
る
直
接
の
制
御
が
で
き
な
い
こ
と
、
な
の
で
あ
る
″
（
ア
ル
フ
レ
ー
ト
・
ホ
イ
ス
）

〃
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
作
品
は
、
我
々
が
一
人
で
は
殆
ん
ど
登
り
つ
め
る
事
の
で
き
な
い
様
な
頂
き
へ
我
々
の
精
神
を
引
き
上
げ
て
ゆ
く
。
又
、

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
、
恐
ろ
し
い
も
の
の
描
罵
に
も
優
美
を
た
た
え
て
い
る
″
（
ア
ド
ル
フ
・
ボ
シ
ョ
ー
）

〃
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
様
な
現
象
が
、
そ
れ
以
上
何
と
も
説
明
の
つ
か
な
い
一
つ
の
奇
蹟
で
あ
る
事
に
か
わ
り
は
な
い
。
ラ
フ
ァ
エ
ロ
も
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
も
、
達
し
難
き
も
の
と
し
て
、
魔
人
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
の
だ
″
（
ヨ
ハ
ン
・
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ゲ
ー
テ
）

緒
言

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
音
楽
に
対
す
る
讃
辞
は
、
枚
翠
に
い
と
ま
が
無
く
、
而
も
そ
の
全
て
が
最
高
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
で
あ
る
。

〃
死
と
は
…
…
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
を
聴
け
な
く
な
る
事
で
す
″
（
ア
ル
バ
ー
ト
・
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
）
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然
し
乍
ら
、
反
面
、
〃
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
子
供
に
し
か
向
か
な
い
音
楽
だ
″
と
か
、

〃
音
階
ば
っ
か
り
で
ど
れ
も
皆
似
か
よ
っ
て
い
る
音
楽
だ
〃
〃
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は

大
人
を
感
動
さ
せ
る
が
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
子
供
っ
ぽ
い
音
楽
だ
〃
等
々
、
瞳
斥
す

る
聾
も
未
だ
時
た
ま
聞
こ
え
て
来
た
り
す
る
。

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
三
十
五
年
と
い
う
短
か
い
生
の
中
で
、
六
○
○
静
り
の
作
品
を

書
い
た
わ
け
だ
が
、
そ
の
中
で
一
つ
と
し
て
駄
作
が
無
く
、
又
、
生
活
の
必
要
の
馬

に
大
急
ぎ
で
書
か
れ
た
も
の
の
中
に
も
、
必
ず
光
り
輝
や
く
も
の
が
見
出
さ
れ
る
。

こ
の
稿
で
は
、
彼
の
作
品
の
色
々
な
切
り
口
を
分
析
し
、
責
蓋
的
に
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

音
楽
の
本
質
に
迫
っ
て
み
た
い
。

先
ず
一
般
的
な
事
か
ら
述
べ
る
と
、
リ
ズ
ム
の
基
本
と
い
う
も
の
は
、
大
別
し
て

「
ア
ル
シ
ス
ど
の
厨
」
と
「
テ
ー
ジ
ス
弓
言
巴
の
」
に
分
け
ら
れ
る
。
こ
れ
を
歴
史
的
に

見
る
と
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
舞
踏
に
於
け
る
足
の
「
上
げ
」
「
下
げ
」
に
由
来
し
て
お

り
、
つ
ま
り
、
足
を
上
げ
る
場
合
が
「
ア
ル
シ
ス
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
弱
い
ア
ク
セ

ン
ト
、
或
い
は
弱
拍
を
意
味
し
た
。
又
、
足
を
下
げ
る
時
は
「
テ
ー
ジ
ス
」
で
あ
り
、

強
い
ア
ク
セ
ン
ト
、
或
い
は
強
拍
の
意
味
で
あ
っ
た
。
現
代
音
楽
理
論
と
し
て
、
こ

の
「
ア
ル
シ
ス
」
「
テ
ー
ジ
ス
」
の
意
味
が
確
立
さ
れ
た
の
は
、
グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌
の

リ
ズ
ム
理
論
の
復
興
を
通
し
て
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
こ
の
語
が
理
論
的
、
葵
術

的
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
。
即
わ
ち
、
「
ア
ル
シ
ス
」
と
は
八
飛
躍
ｖ
で
あ
り
、
上
を
指
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向
す
る
八
浮
遊
リ
ズ
ム
ｖ
で
あ
る
。
又
、
「
テ
ー
ジ
ス
」
と
は
八
休
息
ｖ
で
あ
り
、
下
へ
向
か
う

八
婦
納
リ
ズ
ム
ｖ
で
あ
る
と
言
え
る
。

初
て
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
音
楽
に
於
け
る
リ
ズ
ム
の
特
色
は
何
か
と
請
う
と
、
「
ア
ル
シ
ス
」

が
極
め
て
多
い
リ
ズ
ム
構
造
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
事
で
あ
る
。
そ
の
馬
に
、
音
楽
が
軽
快
で

し
な
や
か
に
な
り
、
旋
律
の
伸
び
や
か
さ
、
明
る
さ
、
跳
躍
感
、
浮
遊
感
、
藷
展
性
等
が
附
興

さ
れ
る
結
果
と
な
る
の
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ン
リ
・
ゲ
オ
ン
爵
貝
昌
○
言
目
（
一
八
七
五

～
一
九
四
四
）
の
請
う
八
弓
璽
の
の
の
邑
四
具
の
走
る
様
な
哀
し
み
ｖ
と
い
う
言
葉
や
八
邑
の
四
の

日
の
５
ｍ
ｍ
の
流
れ
る
如
き
悲
し
さ
ｖ
と
い
う
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
音
楽
の
特
質
を
見
事
に
言
い
富
て

た
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
も
、
多
く
は
こ
の
リ
ズ
ム
の
ア
ル
シ
ス
の
事
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。
譜
例
を
い
く
つ
か
塞
げ
て
、
賞
護
的
に
見
て
み
よ
う
。

「
春
へ
の
憧
れ
」
と
い
う
こ
の
曲
は
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
歌
曲
の
中
で
、
最
も
人
口
に
謄
炎

し
、
子
供
に
さ
え
よ
く
知
ら
れ
た
曲
だ
が
、
冒
頭
の
４
小
節
、
合
計
十
五
個
の
音
符
の
う
ち
、
十
三

個
の
音
符
が
ア
ル
シ
ス
と
し
て
考
え
ら
れ
る
（
○
印
を
付
し
た
音
符
）
。
こ
れ
は
パ
ー
セ
ン
テ
ー

ジ
で
言
う
と
、
八
一
％
で
あ
る
。
も
う
一
つ
、
今
度
は
器
楽
曲
を
例
に
取
ろ
う
。

こ
れ
は
、
ピ
ア
ノ
を
習
う
初
心
者
が
、
誰
で
も
弾
く
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
（
函
畠
圏
）
の
第
一

楽
章
だ
が
、
こ
こ
で
も
、
４
小
節
の
中
に
あ
る
９
個
の
音
符
の
う
ち
、
７
個
が
ア
ル
シ
ス
で
あ

り
、
約
七
八
％
の
割
合
を
占
め
る
。

こ
の
様
に
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
作
品
の
リ
ズ
ム
構
造
は
、
座
倒
的
に
ア
ル
シ
ス
が
多
い
事
が

額
け
る
わ
け
で
、
こ
の
事
が
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
音
楽
の
特
質
を
形
成
す
る
一
つ
の
大
き
な
要
素

と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
更
に
、
視
黙
を
塗
え
て
み
れ
ば
、
ア
ル
シ
ス
が
多
い
と
い
う
事
は
、

歌
い
よ
い
’
四
邑
客
胃
ｌ
と
い
う
事
で
あ
る
。
こ
の
歌
い
よ
い
と
い
う
事
も
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
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